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TOPICS

　

平
成
23
年
11
月
25
日
（
金
）、26
日
（
土
）

の
２
日
間
、
九
州
大
学
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス

稲
盛
財
団
記
念
館
稲
盛
ホ
ー
ル
に
お
い
て

5
年
間
の
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
研
究
の
総
括
と
な
る
Ｇ-

Ｃ
Ｏ
Ｅ

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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を
開
催
し

ま
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
九
州
大
学
有

川
総
長
と
文
部
科
学
省
岡
崎
専
門
官
の
挨

拶
で
始
ま
り
、
君
塚
拠
点
リ
ー
ダ
ー
に
よ

る
成
果
の
総
括
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
海
外

か
ら
は
、C

. L. H
ill

教
授
（
ア
メ
リ
カ
）

とA
. V
. K
a
b
a
n
o
v

教
授
（
ア
メ
リ
カ
）

を
基
調
講
演
者
と
し
て
、Z

. G
ro
ss

教

授
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）、D

. P
a
n
to

ş

講
師

（
イ
ギ
リ
ス
）、M

. M
acLach

lan

教
授

（
カ
ナ
ダ
）、O

. S
e
itz

教
授
（
ド
イ
ツ
）、

Y.-R
. K
im

教
授
（
韓
国
）
を
招
待
講
演

者
と
し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本

Ｇ-

Ｃ
Ｏ
Ｅ
か
ら
は
先
導
物
質
化
学
研
究
所

の
成
田
教
授
、
安
中
教
授
、
工
学
研
究
院

の
久
枝
教
授
、
中
野
准
教
授
、
古
田
教
授
、

山
田
教
授
、
稲
盛
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ

ン
タ
ー
の
山
東
教
授
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
、
分
子
シ
ス
テ
ム
科
学
の
研
究
成
果
と

展
望
に
つ
い
て
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
関
係
研
究

室
の
47
名
の
博
士
学
生
、
若
手
研
究
者
も

２
日
間
に
わ
た
っ
て
ポ
ス
タ
ー
発
表
し
、

Ｇ-

Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
研
究
成
果
を
世
界
に
向
け
て

発
信
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

２
日
間
の
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
学
内
外

よ
り
総
勢
２
３
９
名
の
参
加
が
あ
り
、
参

加
者
は
研
究
発
表
と
討
論
と
共
に
大
変
活

発
に
交
流
し
、Ｇ-

Ｃ
Ｏ
Ｅ
最
終
の
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
盛
会
で
あ
り
ま
し
た
。

T
he 2011 Global COE International Sym

posium
 on Future M

olecular System
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平
成
23
年
12
月
10
日
（
土
）
に
は
、
同

じ
く
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
稲
盛
ホ
ー
ル
で
、

同
年
秋
の
叙
勲
で
、
瑞
宝
重
光
章
を
受
章

さ
れ
た
國
武
豊
喜
先
生
を
お
迎
え
し
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
分
子
の
自
己
組
織
化
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
１
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
国
内
他
大
学
よ
り
岡
畑
恵
雄
教
授（
東

京
工
業
大
学
）、
栗
原
和
枝
教
授
（
東
北
大

学
）、
下
村
政
嗣
教
授
（
東
北
大
学
）、
佐

野
正
人
教
授
（
山
形
大
学
）
が
招
聘
さ
れ
、

本
Ｇ-

Ｃ
Ｏ
Ｅ
拠
点
か
ら
は
中
嶋
直
敏
教
授

（
九
州
大
学
）、君
塚
信
夫
教
授（
九
州
大
学
）

の
講
演
が
行
わ
れ
た
後
、
國
武
先
生
よ
り

「
自
己
組
織
化
の
化
学―

40
年
の
軌
跡
」
と

題
す
る
特
別
講
演
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

Ｇ-

Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
最
終
年
度
と
な
る
本
年
度
、

〝
分
子
の
自
己
組
織
化
〞を
テ
ー
マ
に
、
同

研
究
の
草
分
け
で
あ
る
國
武
先
生
を
お
招

き
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
で
き
た

こ
と
は
、
た
い
へ
ん
記
念
す
べ
き
こ
と
で

す
。
学
外
か
ら
多
く
集
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
参
加
者
１
０
２
名
も
、
國
武
先
生
が
創

成
確
立
さ
れ
た〝
分
子
の
自
己
組
織
化
〞概

念
が
、
錯
体
化
学
、
物
理
化
学
、
生
物
化

学
や
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
化
学
を
含
む
化
学

全
般
に
広
が
り
、高
度
な
機
能
を
も
つ
様
々

な
分
子
材
料
を
創
製
す
る
学
問
と
し
て
発

展
し
た
姿
を
目
の
当
た
り
に
で
き
た
と
思

い
ま
す
。Ｇ-

Ｃ
Ｏ
Ｅ
と
し
て
の
研
究
は
本

年
終
了
し
ま
す
が
、
こ
の
分
子
の
自
己
組

織
化
の
概
念
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、Ｇ-

Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
設
立
さ
れ

た〝
分
子
シ
ス
テ
ム
科
学
セ
ン
タ
ー
〞を
通

し
て
、
今
後
も
世
界
に
向
け
て
分
子
組
織

化
学
の
新
展
開
が
発
信
さ
れ
続
け
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

（「
未
来
分
子
シ
ス
テ
ム
科
学
」

グ
ロ
ー
バ
ル
C
O
E
事
務
室
）

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
分
子
の
自
己
組
織
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

A.V.Kabanov教授による基調講演

國武名誉教授による特別講演の風景

Q&Aでは活発な討議が行われた

招待講演者Z. Gross教授に研究を紹介する学生

財部特任教授

下村教授中嶋教授國武名誉教授君塚教授栗原教授
岡畑教授

佐野教授
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